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ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞

式
。「
被
団
協
の
田
中
煕
巳

代
表
委
員
の
講
演
は
す
ば

ら
し
か
っ
た
」「
受
賞
式
の

翌
日
、
被
団
協
は
オ
ス
ロ

大
学
で
被
爆
証
言
。
参
加

し
た
学
生
は
『
一
人
ひ
と

り
の
話
に
心
が
震
え
た
。

伝
え
続
け
る
義
務
が
後
世

　

田
中
熙て
る
み巳
代
表
委
員
は
、

13
歳
の
時
長
崎
で
被
爆
し
、

１
発
の
原
爆
が
身
内
５
人

の
命
を
一
挙
に
奪
っ
た
と

告
発
。
自
身
の
被
爆
体
験

と
と
も
に
日
本
被
団
協
の

運
動
の
歴
史
を
紹
介
。
日

本
で
原
子
爆
弾
被
爆
者
に

対
す
る
援
護
の
法
律
は

１
９
９
４
年
に
制
定
さ
れ

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
授
賞
式

核
な
き
社
会
へ
共
に

日
本
被
団
協　
田
中
熙
巳
代
表
委
員
講
演　

会
場
総
立
ち

の
私
た
ち
に
あ
る
』
と
話

し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
国
会
の
代
表
質
問
で

共
産
党
が
『
核
兵
器
禁
止

向
け
る
答
弁
だ
っ
た
」「
被

爆
国
の
首
相
と
し
て
恥
ず

か
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

島
根
原
発
２
号
機
が
再

稼
働
。「
事
故
を
起
こ
し
た

福
島
第
一
原
発
と
同
じ
沸

騰
水
型
だ
」「
県
庁
か
ら
わ

ず
か
８
・
５
キ
ロ
に
あ
る
」

「
深
刻
な
原
発
事
故
が
起

き
た
場
合
、
県
庁
も
避
難

対
象
に
な
る
。
住
民
避
難

賞状とメダルを受け取る被団協の代表委員（10 日オスロ）

た
が
、
死
者
に
対
す
る
補

償
は
一
切
な
く
、
日
本
政

府
は
一
貫
し
て
国
家
補
償

を
拒
ん
で
い
る
と
、
田
中

氏
は
２
度
に
わ
た
り
批
判

し
ま
し
た
。

　

核
兵
器
禁
止
条
約
の
さ

ら
な
る
普
遍
化
と
核
兵
器

廃
絶
の
国
際
条
約
の
策
定

を
目
指
し
、
原
爆
体
験
者

の
証
言
の
場
を
各
国
で
開

く
よ
う
訴
え
。「
人
類
が
核

兵
器
で
自
滅
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
。
核
兵
器
も

戦
争
も
な
い
世
界
の
人
間

社
会
を
求
め
て
共
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

講
演
が
終
わ
る
と
会
場

か
ら
１
分
以
上
に
わ
た
り

割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が

鳴
り
響
き
、
参
加
者
は
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー

シ
ョ
ン
で
ス
ピ
ー
チ
を
歓

迎
し
ま
し
た
。

「伝統的酒造り」

  無形文化遺産に

　

ユ
ネ
ス
コ
の
政
府
間
委

員
会
は
日
本
の
「
伝
統
的

経
験
に
基
づ
い
て
築
き
上

げ
て
き
た
技
術
で
も
あ
り

ま
す
。

　

酒
は
、
儀
式
や
祭
礼
行

事
な
ど
日
本
文
化
の
中
で

不
可
欠
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
は
、
伝
統
的

酒
造
り
が
「
食
料
安
全
保

障
、
環
境
の
持
続
可
能
性
、

持
続
可
能
な
消
費
と
生
産
、

平
和
と
社
会
的
結
束
に
貢

献
す
る
」
な
ど
と
評
価
し

ま
し
た
。

酒
造
り
」
を
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

麹
菌
を
用
い
て
日
本
酒

や
焼
酎
、
泡
盛
な
ど
を
作

る
伝
統
的
酒
造
り
は
、

５
０
０
年
以
上
前
に
原
型

が
確
立
し
、
日
本
各
地
で

そ
れ
ぞ
れ
の
風
土
に
応
じ

て
発
展
、
受
け
継
れ
て
き

ま
し
た
。
自
然
や
気
候
に

関
す
る
知
識
な
ど
と
も
深

く
結
び
つ
い
て
お
り
、
杜

氏
や
杜
氏
の
下
で
麹
作
り

な
ど
に
携
わ
る
蔵
人
ら
が

企
業
献
金
に
見
返
り

自民党『国民政治協会』への献金額と関連事業の受注額

条
約
へ
の
参
加
』
を
求
め

て
も
、
石
破
首
相
は
背
を
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に
支
障
を
来
す
恐
れ
が
あ

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

米
軍
は
オ
ス
プ
レ
イ
全

機
の
飛
行
を
停
止
。
陸
上

自
衛
隊
も
オ
ス
プ
レ
イ
17

機
の
停
止
を
発
表
。「
11
月

20
日
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ

州
の
空
軍
基
地
で
の
事
故

を
受
け
た
措
置
だ
」「
１
年

前
に
は
屋
久
島
沖
で
８
人

が
亡
く
な
る
事
故
が
あ
っ

た
」「
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行

は
や
め
さ
せ
よ
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

韓
国
の
戒
厳
令
問
題
。

「
韓
国
国
民
は
光
州
事
件

な
ど
の
記
憶
で
民
主
主
義

を
守
ろ
う
と
す
る
意
識
が

高
い
」「
今
も
連
日
の
よ
う

に
集
会
が
行
わ
れ
て
い

る
」「
ユ
ン
大
統
領
は
12
日

談
話
で
、
非
常
戒
厳
を
正

当
化
し
て
い
る
」「
野
党
は

２
度
目
の
弾
劾
訴
追
案
を

国
会
に
提
出
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

シ
リ
ア
の
ア
サ
ド
政
権

崩
壊
。「
８
日
、反
体
制
派

勢
力
が
首
都
ダ
マ
ス
カ
ス

を
掌
握
し
た
」「
ア
サ
ド
政

権
は
あ
っ
け
な
い
崩
壊

だ
っ
た
」「
国
民
は
歓
迎
し

て
い
る
」「
国
連
事
務
総
長

は
８
日
、『
政
権
の
平
和
的

移
行
の
た
め
国
連
と
し
て

決
。「
画
期
的
内
容
の
判
決

だ
」「
法
改
正
す
べ
き
時

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

今
年
の
漢
字
は
「
金
」。

「
自
民
党
の
裏
金
問
題
も

含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
」

「
自
民
党
は
企
業
・
団
体
献

金
禁
止
を
か
た
く
な
に
拒

否
し
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
イ
チ
ョ
ウ
や
ハ
ナ
ミ

ズ
キ
の
紅
葉
は
ピ
ー
ク
を

過
ぎ
て
散
り
始
め
て
い

る
」「
こ
の
と
こ
ろ
朝
は
寒

い
」

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

悪
質
　
石
破
首
相
答
弁

法
律
の
条
文
を
「
企
業 

・
団
体
献
金
」

を
認
め
て
い
る
か
の
よ
う
に
「
作
り
変

え
」

　

石
破
茂
首
相
は
３
日
の

本
会
議
で
日
本
共
産
党
の

田
村
智
子
委
員
長
に
対
す

る
答
弁
の
中
で
、
政
治
資

金
規
正
法
第
２
条
を
、「
企

業
・
団
体
献
金
を
含
む
政

２
条
は
、「
政
治
資
金
が
民

主
政
治
の
健
全
な
発
達
を

希
求
し
て
拠
出
さ
れ
る
国

民
の
浄
財
で
あ
る
こ
と
に

か
ん
が
み
、 

‥
‥
」
と

な
っ
て
い
て
、「
企
業 

・
団

体
献
金
を
含
む
」
と
い
う

文
言
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
る
で
「
企
業
・
団
体

献
金
」
が
「
国
民
の
浄
財
」

で
あ
る
と
法
律
に
記
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
ゴ
マ
カ
シ

で
す
。 

企
業
・
団
体
献
金

の
禁
止
を
何
と
し
て
も
阻

止
し
た
い
と
し
て
も
、
極

め
て
悪
質
で
す
。

の
努
力
を
続
け
る
』
と
の

声
明
発
表
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

福
岡
高
裁
で
同
性
婚
を

認
め
な
い
の
は
違
憲
の
判

被
爆
者
か
ら
あ
な
た
に

－

い
ま
伝
え
た
い
こ
と

　
日
本
被
爆
者
団
体
協

　
議
会
編

　

岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

　

６
８
０
円
＋
税

　

ビ
キ
ニ
事
件
に
国
民
の

怒
り
が
沸
騰
、
第
１
回
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
が

１
９
５
５
年
８
月
広
島
で

開
催
、
翌
年
８
月
第
２
回

は
長
崎
で
開
催
、
同
時
に

被
団
協
結
成
、
被
爆
11
年

後
の
こ
と
。

　

73
年
に
は
国
会
を
取
り

巻
く
大
運
動
で
野
党
一
致

で
援
護
法
案
を
提
出
、
し

か
し
自
民
党
が
否
決
。
75

年
は
国
連
へ
代
表
派
遣
、

80
年
代
は
各
国
遊
説
、
83

年
被
爆
者
要
求
調
査
、
２

０
０
０
万
署
名
な
ど
多
彩

な
運
動
を
行
っ
て
き
た
。

　

被
団
協
の
願
い
は
「
ふ

た
た
び
被
爆
者
を
つ
く
ら

な
い
」。
運
動
は
続
く
。 

　
　
　
　
　
（
Ｎ
）

軍事でなく外交を
排除でなく包摂を
  アジア政党国際会議

　

ア
ジ
ア
政
党
国
際
会
議

（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
）の
第
12
回

総
会
が
11
月
21
日
か
ら
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン

ペ
ン
で
「
平
和
と
和
解
の

探
求
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
、
日
本
共
産
党
か
ら

は
志
位
和
夫
議
長
を
団
長

と
す
る
代
表
団
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
は
、
与
野

党
を
問
わ
ず
、
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
違
い
を
超
え
て
、

ア
ジ
ア
で
活
動
す
る
す
べ

て
の
政
党
に
開
か
れ
た
、

ユ
ニ
ー
ク
な
平
和
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
。
今
回
は
ア

ジ
ア
の
28
カ
国
か
ら
49
政

党
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の

15
カ
国
か
ら
16
政
党
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

志
位
議
長
は
「
軍
事
で

な
く
外
交
、
排
除
で
な
く

包
摂
」
と
い
う
主
題
で
発

言
。
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
た
「
平
和
と
和
解
に
関

す
る
プ
ノ
ン
ペ
ン
宣
言
」

は
、「
対
話
と
包
摂
で
平
和

を
つ
く
る
」
と
い
う
道
理

あ
る
大
方
向
が
打
ち
出
さ

れ
ま
し
た
。

塩水で分解するプラ素材を開発
　　　理研・東大など
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従
来
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

に
匹
敵
す
る
強
度
で
、
塩

水
に
漬
け
る
と
数
時
間
で

分
解
さ
れ
る
素
材
を
開
発

し
た
と
、
理
化
学
研
究
所

と
東
大
な
ど
の
国
際
共
同

研
究
チ
ー
ム
が
発
表
し
ま

し
た
。

　

同
チ
ー
ム
は
、
微
生
物

で
分
解
可
能
な
天
然
物
由

来
の
モ
ノ
マ
ー
２
種
類
を

水
中
で
混
合
。
モ
ノ
マ
ー

同
士
が
結
び
つ
い
た
構
造

体
を
取
り
出
し
て
乾
燥
さ

せ
る
と
、
無
色
透
明
で
高

密
度
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が

得
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

片
方
の
モ
ノ
マ
ー
の
構
造

を
変
え
る
こ
と
で
、
耐
熱

性
や
硬
度
、
強
度
な
ど
異

な
る
特
徴
を
持
た
せ
る
こ

と
に
成
功
。
従
来
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
と
遜
色
な
く
、

塩
水
に
漬
け
る
と
数
時
間

程
度
で
元
の
モ
ノ
マ
ー
に

分
解
さ
れ
ま
し
た
。

治
資
金
を
民
主
主
義
の
健

全
な
発
達
を
希
求
し
て
拠

出
さ
れ
る
国
民
の
浄
財
で

あ
る
」
と
読
み
上
げ
ま
し

た
。

　

基
本
理
念
を
定
め
た
第


